
 今年の冬も、雪がたくさん降りました。校舎北側の駐車場には、除雪された雪が 

高く積まれて山となり、校庭も長い間一面が雪で覆われていました。しかし、ここ 

２週間ほどの春を思わせる暖かさによってあっという間に消えました。いよいよ、 

中竹野の郷にも春がやってきました。そして、閉校の日が近づいてきました。 

 令和３年度を以て閉校することは決まっていましたが、まだまだ先のことだと思っていました。

ところが、３月になって校舎２階の北側の窓に「１４７年間 たくさんの思い出をありがとう💓 

中竹野小学校 閉校まであと○○日」の表示が掲げられ、そのカウントダウンを実感しているとこ

ろです。３月２６日（土）には、「閉校式」と「閉校記念行事」が行われます。また、現在中竹野

地区コミュニティセンターをお借りして、「閉校記念写真展『ありがとう！中竹野小学校』」を開

催しています。これらの行事を通して、心から中竹野小学校へ感謝したいと思います。 

４月から、竹野町内の３小学校が統合され、竹野小学校へ登校することになります。各学年人数

が増え、環境が変わります。これまでに統合に向けた子どもたちの思いを尋ねてみました。「友達

がたくさんできることが楽しみ」「大勢で遊べたり、体育や音楽の授業ができたりすることが楽し

み」「たくさんの友達の意見や考えを聞けることが楽しみ」と前向きな思いが多かったです。 

 子どもたちには、これまでお世話になった方々や中竹野小学校への「感謝」の気持ちと竹野小学校で

の新しい学校生活への「希望」の気持ちをもって、閉校の日を迎えてほしいと思います。 

 最後になりましたが、地域の皆様には４月以降も子どもたちが安全に安心して毎日の登下校ができま

すように、引き続き温かく見守っていただきますことをお願いします。 

 地域の皆様、保護者の皆様、長い間本当にありがとございました。そしてこれからもよろしくお願い

します。 
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3月23日（水）、中竹野小学校最後の卒業式が行われ、8名（男4・女4）が最後の卒業生と

して巣立っていきました。コロナ禍の中、今年度も来賓の方のご出席は限られ、各ご家庭2名ま

での出席と規模を縮小して行いました。 

式が始まると、国歌と校歌を歌いました。これが本校の学校行事で全校生が歌う最後の校歌

となり、会場にいる全ての人が、それぞれの思いを込めて歌いあげることができました。その

後、卒業生が卒業証書を受け取りました。本校は、明治7年（1874年）に轟小学校として始ま

ってから147年の歴史を重ね、昭和22年度（1947年度）卒業生の第1号から数えて、令和3

年度の卒業生の最後が1457号となりました。そう考えると歴史の重みをひしひしと感じまし

た。式の終わりには、席の間隔を十分にとり、マスクをした上で、卒業生と在 

校生の呼びかけと歌声が会場に響き、中竹野小学校最後の卒業式は心のこもっ 

た感慨深いものとなりました。 

８名の卒業生には、本校最後の卒業生として、校訓「明るく 正しく たく 

ましく」の精神をいつまでも忘れずに、それぞれの夢に向かって、大きく羽ば 

たいてほしいと思います。応援しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

                                 いよいよ閉校となる中

竹野小学校の校長は、資

料で分かる限りで、今年

度を最後に左の表のとお

り、３６代を数えます。

懐かしいお名前もあるの

ではないでしょうか。 

ここにある歴代の校長

をはじめたくさんの教職

員が中竹野小学校で子ど

もたちの教育に携わって

きました。これまで本校

に勤めていただいた先生

方に感謝。学校を支えて

くださった地域の皆様、

保護者の皆様に感謝。そ

して中竹野の子どもたち

を育んでくれたこの学び

舎、中竹野小学校に感謝

します。 

 

       ありがとう！中竹野小学校 
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代 氏  名 在籍期間 代 氏  名 在籍期間 

初 足立 正助 不明 19 高垣 勝治 S39～S41 

２ 井津 三郎左衛門 M34～M37 20 田淵 義康 S41～S45 

３ 古在 呈一郎 M37～M38 21 佐藤 健 S45～S51 

４ 柱谷 濱吉 M38～M42 22 本井 孝治郎 S51～S56 

５ 西尾 嬉吉 M42～M44 23 森  功 S56～S59 

６ 原田 精治 M45～T7 24 中村 脩 S59～S62 

７ 岡田 實治 T7～T8 25 能登 茂行 S62～H2 

８ 能登 圭太郎 T8～T13 26 乳原 厚彦 H2～H4 

９ 森垣 正太郎 T13～T15 27 中井 昱 H4～H7 

10 夜久 兵三 S元～S5 28 大江 文隆 H7～H10 

11 安達 巻之助 S5～S8 29 林  秀喜 H10～H13 

12 釣本 辰男 S8～S20 30 高橋 清之 H13～H16 

13 畠中 肅一 S20～S22 31 足立 和博 H16～H19 

14 縄手 恭一 S22～S25 32 山本 実義 H19～H22 

15 橋本 勇 S25～S27 33 森垣 友美子 H22～H25 

16 吉田 新 S27～S32 34 和田 直樹 H25～H29 

17 宮城 森 S32～S35 35 池田 行夫 H29～H31 

18 友田 辰夫 S35～S39 36 岩崎 弘治 H31～R4 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

６年生を送る会 


